
市町村名 金武町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 金武町陸上競技場3種公認事業 沖縄２１世紀ビジョン
第3章-3-(2)-ア

国際的な沖縄観光ブランドの確
立基本計画該当箇所

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-1
29 29 該当箇所

担当部課名
金武町教育委
員会

社会教育課
事業実施
年度

平成 ～

事業内容
　認定更新に必要な競技場の整備及び必要備品を整備することで、大会の合宿等の受入が可能となり、沖縄県の陸上競技振
興に寄与するとともに、本町の観光振興に寄与する。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

平成29年度 合計

Ｂ．執行済額 26,512 26,512

Ａ．予算現額 26,512 26,512

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0%

うち
交付金充当額

21,209 21,209

執行状況の説明 おおむね予定通りに執行できた。当初予算額31,708千円からの減額分5,196千円は入札残によるものである。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

29年度

実　績 整備工事及び備
品購入完了

競技規則に基づく競技場整備及び備品購入

目　標
整備工事及び備
品購入完了

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度

競技場整備及び備品設置の完了

実　績 完了

目　標 完了

実　績 検定合格

３種公認更新検定　合格

目　標 検定合格

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R1年度

5件

実　績 2件

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

合宿の受入

目　標 6件

状
況
説
明

【H30年度】
・当年度は3件の大会を開催できたが、合宿受入は2件で目標達成することができなかった。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

大会の受入

目　標 1件

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・町のSNS媒体等を活用し、本町陸上競技場が3種公認を受け設備・備品が整備された競技場であることをPRし、大会及び合宿等の誘致を行う。利用
者が安全・快適に利用できるよう備品等の適正管理を行う。

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・3種公認を継続取得したことにより、新規の陸上大会や合宿の受入が増加
し、事業効果が想定通り表れた。

【H30年度】
・継続して大会・合宿等を受け入れるため、施設情報の周知やPR、備品
等の適正管理を今後も行っていく。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・



実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度

ノベルティーグッズの作成の完了

実　績 10,000個

目　標 10,000個

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

29年度

実　績 10,000個

ノベルティグッズの作成の実施

目　標 10,000個

実　績

97.9%

うち
交付金充当額

2,505 2,505

執行状況の説明 不用額（68千円）については、入札残である。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

平成29年度 合計

Ｂ．執行済額 3,132 3,132

Ａ．予算現額 3,200 3,200

執行率（％）(B/A) 97.9%

事業内容
本町のキャラクターや景観、特産品等を使用したノベルティグッズを作成し、本町の魅力を県内外に広く周知し観光客の誘客を
図る。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

市町村名 金武町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 金武町ノベルティグッズ作成事業 沖縄２１世紀ビジョン
第3章-3-(2)-ア

国際的な沖縄観光ブランドの確
立基本計画該当箇所

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-1
29 29 該当箇所

担当部課名 企画課
事業実施
年度

平成 ～



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・ビジット金武タウンのアクセス件数が上昇しているタイミング（イベント等）を分析したうえで、アクセス件数が上昇しやすいタイミングにノベルティ―グッ
ズを活用する。

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・総合計画に明記されている観光施設利用者の増加につながっており、当
初想定していた事業効果は適切に発揮されている。

【H30年度】
・ビジット金武タウンのアクセス件数を分析し、より効果的なノベルティー
グッズの活用方法について検討する事が必要である。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【H30年度】
・ノベルティーグッズを活用したビジット金武タウンのアクセス件数は、当初設定した成果目標を約2.4倍上回り目標を達成した。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果

10,000件増

実　績 24,631件増

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

平成29年度金武町観光ポータルサイトのアクセス件数
から10,000件の増加を図る。

目　標



市町村名 金武町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 認定こども園等業務効率化推進事業 沖縄２１世紀ビジョン 第3章-2-(2)-イ
地域における子育て支援の充実基本計画該当箇所

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-4
29 29 該当箇所

担当部課名 保健福祉課
事業実施
年度

平成 ～

事業内容
認定こども園等に、業務の効率化を図るシステムと、事故の発生防止のためのビデオカメラを導入し、適切な午睡時間の確保
と、事故防止体制を構築する環境を整備する。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 ■ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 合計

Ｂ．執行済額 19,825 19,825

Ａ．予算現額 20,500 20,500

執行率（％）(B/A) 96.7% 96.7%

うち
交付金充当額

15,860 15,860

執行状況の説明 不用額６７５千円は、工事請負費及び備品購入費等の入札残によるものである。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度

実　績 3施設

公立こども園等3施設への業務効率化システ
ム及びビデオカメラの導入

目　標 3施設

実　績 7施設

私立こども園等7施設への業務効率化システ
ム及びビデオカメラの導入支援の実施

目　標 7施設

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度

公立こども園等3施設への業務効率化システ
ム及びビデオカメラの導入完了

実　績 3施設

目　標 3施設

実　績 7施設

私立こども園等7施設への業務効率化システ
ム及びビデオカメラの導入支援の完了

目　標 7施設

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果

2時間30分

実　績 2時間30分

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

認定こども園等での午睡時間の設定（1歳児）

目　標

2時間

実　績 2時間

認定こども園等での午睡時間の設定（2歳児）

目　標

【　年度】
・

【　年度】
・

認定こども園等での午睡時間の設定（3歳児）

目　標

【H30年度】
・午睡時間を年齢毎に設定する事で、小学校への円滑な接続を図る事がで
きた。
・事故発生件数を0件とする事ができた。

【H30年度】
・午睡時間の設定を崩さず、継続して実施する必要がある。
・今後も事故が発生しないよう安全管理に努める。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【H30年度】
・公立こども園等3施設へ務効率化システム及びビデオカメラの導入を完了し、0歳から4歳までの午睡時間を設定し、実施することで目標
を達成する事ができた。
・業務効率化システム、ビデオカメラの使用開始して事故発生件数は0件となり、目標を達成することができた。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

1時間30分

実　績 1時間30分

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・午睡時間の設定や安全管理環境を整備する事ができたので、事業の継続に向け、金武町が中心となって情報の共有や指導監督に努める。

1時間

実　績 1時間

認定こども園等での午睡時間の設定（4歳児）

目　標

0件

実　績 0件

ビデオカメラ導入による目標（事故の発生件数）

目　標



実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度

金武町立公園内防犯灯機能強化工事の完了

実　績 工事の完了

目　標 工事の完了

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度

実　績 工事の実施

金武町立公園内防犯灯機能強化工事の実施

目　標 工事の実施

実　績

79.2%

うち
交付金充当額

10,195 10,195

執行状況の説明 不用額の3,356千円ついては、入札残によるものである。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

平成29年度 合計

Ｂ．執行済額 12,744 12,744

Ａ．予算現額 16,100 16,100

執行率（％）(B/A) 79.2%

事業内容 町内の犯罪件数を0件にすることを目標に、公園及び隣接住宅地域の防犯対策のため、公園内の防犯灯の機能強化を行う。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

市町村名 金武町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 安全・安心に暮らせる地域づくり事業 沖縄２１世紀ビジョン 第5章-3-(1)-ウ
生活圏の充実基本計画該当箇所

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-10
29 29 該当箇所

担当部課名 建設課
事業実施
年度

平成 ～



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・今後も、犯罪件数の減少及び目標件数の達成の為に生活環境の改善に取り組んでいく。

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・金武町内公園の照明をＬＥＤ化し、隣接住宅を含めた地域社会を明るくす
ることで、公園及び隣接住宅地域の犯罪の抑制を図ることができた。

【H30年度】
・今年度の犯罪件数は31件であり目標件数の28件以下には届かなかっ
たが、前年度以前の件数に比べると10件以上犯罪件数が減っている。目
標件数を達成するために今後も取り組む。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【H30年度】
・金武町内公園の照明をＬＥＤ化し、機能強化を図ったことで、町内における犯罪の抑制を図ったが、犯罪件数は31件となり、目標を達成
することができなかった。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果

28件以下

実　績 31件

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

金武町内での犯罪件数28件以下

目　標


